
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■会長の時間         会長  図師義孝君 

 皆さんこんにちは。 

 一週間のご無沙汰で

ございます。 

 先週は、観桜会で美

味しい料理とワインで

大変盛り上りました。 

 親睦活動委員会の皆

さんお疲れ様でした。 

 さて、今月はロータリーの雑誌月間です。 

 ＲＩの公式機関誌「ザ・ロータリアン」および世界 31 

の地域雑誌の購読と活用促進に役立つプログラムを実施 

する月間です。ロータリーの友などに対する会員の認識 

を深め、それによってロータリーの情報を普及を図る事 

が目的です。クラブは、この月間中に雑誌に関するプロ 

グラムを実施しなければなりません。チェスリー・ペリ 

― 国際ロータリー初代事務総長によって創刊された 

「ザ・ナショナル・ロータリアン」（1912年に「ザ・ロ 

―タリアン」に改称）が発刊された 1911年1月25日を 

記念して当日1月25日を含む1週間を雑誌月間として 

いました。「2004年手続き要覧」の「ロータリークラブ 

定款の「第13条ロータリーの雑誌」では、各委員会は 

会員身分を保持する限り、ＲＩの機関雑誌、または国際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロータリー理事会から、本クラブに対して承認ならびに 

指定されている地域的なロータリー雑誌（日本では「ロ 

―タリーの友）を購読義務として定めています。 

 雑誌についてお話をさせて頂きました。 

 今日もロータリーを楽しんで下さい。 

 

＜理事会報告＞ 

１．明倫賞の件  承認 

２．次年度委員会構成表の件  承認 

３．ローターアクト例会場時計の件 宮日本社確認後 

 

■幹事報告           幹事 山口順一君 

＜文書案内＞ 

＊６月号ガバナー月信掲載の 

 原稿依頼（現会長へ） 

＊次期ガバナー月信掲載原稿 

 依頼（ガバナー補佐エレク 

ト・会長エレクトへ） 

＊2013-2014年度のための 

地区協議会開催のご案内 

 日時 平成25年5月26日（日） 

     登録受付 8：30～   

開会 9：20   閉会 15：30 

  場所 シーガイアコンベンションセンター 

 登録料 9,000円×登録人数 

＊長峯基パストガバナーのご母堂様、訃報のお知らせ 

 

  

 

 

 

第 1782 回 平成 25 年 4 月 11 日プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

2730地区ガバナー    山下 晧三 

中部分区ガバナー補佐    池田 豊繁 

2730地区テーマ 

  夢・誇り・挑戦（素晴らしいロータリーの再生） 

高鍋ロータリークラブテーマ 

  「絆」 原点を見つめてー思いやりの心で 

4月の月間テーマ  

  ロータリーの雑誌月間 

 

７．ＢＯＸ披露 

８．各委員会報告 

９．外部卓話 

10．次週例会案内 

11．点   鐘 

 

１．点  鐘  

２．ロータリーソング  

   我らの生業 

３．ビジター・ゲスト紹介  

４．会長の時間 

５．幹事報告 

６．出席報告 

 
本日の例会案内   

＊外部卓話―金丸憲史様（宮崎西 RC） 

＊血圧測定    ＊例会終了後プログラム委員会 

 

＊ 
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次週例会案内； 4月 18日（1783回） 

  ＊会員卓話―岡島達雄君 

  ＊100万ドル 

第 1781 回 例会内容 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 



■出席報告        出席委員長 石井秀隣君 

 

 

 

 

 

出席状況 

会   員   数 50名 

出 席 会 員 数 35名 

ホーム出席率 74.47％ 

前々回の修正出席率 94.00％ 

 

◇月初めのセレモニー 

 
     誕生日おめでとう！ 中武君 

 

        結婚記念日おめでとう！ 

 長野君、岩下君、桑野君、木村君、中武君、岩切君 

 

■ＢＯＸ披露     親睦活動委員長 橋口清和君 

 

 

 

 

 

 

 

＜ニコニコ・財団・米山ＢＯＸ＞ 

岩下盛朗君 結婚記念祝のお礼 

武末喜久治君 結婚記念祝のお礼です。本日所用で欠席 

させて頂きます。 

中武泰一郎君 誕生日・結婚記念祝のお返しとして 

木村貞夫君 昭和50年4月3日の昨日が 38回目の結婚 

記念日でした。妻（克枝）の手作りジュースとマロン 

ケーキで甘いあま～い乾杯をしました。 

岩切洋君 結婚記念祝のお返しとして。ありがとうござ 

います。 

長野孝吉君 結婚記念祝のお返しとして。ありがとうご 

ざいました。結婚記念日を忘れていました。 

■雑誌月間卓話   広報雑誌 IT委員長 木浦亨英君 

 

 

 

 

 

 

 

世界の人口  

71億0,283万人   

（4/4 現在  米国勢調査局と国連データからの推計）  

世界の人口は１秒間に約2.28人、１分間に約137人、

１日で約20万人、１年間で約 7,000万人増えています。 

 世界中で、１年間に約6,000万人が亡くなり、約１億

3,000万人が生まれています。  

人口の多い国トップ10 （2011年国連人口基金より抜粋） 

   1位 中国  2位 インド  3位 アメリカ 

   4位 インドネシア  5位 ブラジル 

   6位 パキスタン   7位 バングラデシュ 

8位 ナイジェリア  9位 ロシア  10位 日本 

中国とインドで世界人口の4割弱を占めており、上位

10カ国で世界人口の約6割を占めています。 

Q ヨーロッパＥＵ27カ国の人口は？約４億 9,000万人 

Q 国連が予測した2050年の世界人口は？ 約91億人 

 

世界飢餓状況  

食料価格の高騰は、特に、主食を輸入に頼る途上国に

とっては切迫した問題となっています。現在、餓えに苦

しんでいる人々の数は8億人以上いると言われており、

これは全世界の人口のおよそ 9人に1人に相当します。 

中でもサハラ砂漠以单のアフリカでは 3人に1人以上

が満足な 食事ができない状況が続いています。飢餓の

原因は、異常気象による洪水や干ばつなどの自然災害の

ほか、紛争、慢性的な貧困、経済の低迷などが挙げられ

ますが、昨今の食料価格の高騰は事態を急激に悪化させ

ています。 

 

海外からの食料の輸入増加の現状  

大量の食料を輸入するということは、その生産に必要

となる水資源も間接的に大量消費することになります。 

食料の輸入に、環境への影響という大きな問題が伴う

ことは見逃せない事実です。また、国産農産物の需要が

低下すれば、国内の農地面積や生産者数が減少し、農業

の有する機能自体が脆弱となり、ひいては日本の食料供

給基盤そのものが揺らぎ始めます。 日本の輸入食料は

特定の少数国に依存しているため、相手国の食料供給力

に非常に左右されやすいということも認識しておかなけ

ればなりません。  

今、世界は類を見ない食料価格高騰の時代を迎えてい

ます。これは、世界人口の増加やバイオ燃料の需要増加

などによって、食料の需要と供給のバランスが崩れつつ

あるためです。また、地球温暖化や異常気象の影響で、

 

 

 

 

 

 

 

 

 



農産物の生産条件が世界規模で悪化していることも要因

となっています。この先、世界の食料事情はさらにひっ

迫の傾向を強める見通しであると言われています。食料

価格高騰などの影響は、私たちの生活にもすでに大きな

影を落とし始めています。国際的な食料価格が高騰する

と、各国は自国の需給や物価安定を優先し、国外への食

料輸出を抑制し、それにより、食料の多くを輸入に頼っ

ている我が国においては、食料の安定的な供給に影響が

及ぶおそれがあります。このため、食料の安定供給につ

いては、国内の農業生産の増大を図ることを基本とし、

これに輸入及び備蓄とを適切に組み合わせて行なうこと

としています。   （FOOD ACTION NIPPON より抜粋） 

 

Q 2011年、世界の食料援助量は 390万トン（2011年） 

では日本の 年間食品廃棄量はどれくらいでしょう？  

日本の食品ロス 年間 500～800万トン。 

   

日本の食料の未来の為に、今、私たちがするべきことは  

 いま日本は、食料の6割以上を海外からの輸入に頼っ

ています。その背景には、私たち日本人の食生活や国内

の農業生産の状況など、さまざまな要因が横たわってい

ます。オーストラリア（食料自給率：187％）やカナダ（食

料自給率：223％） アメリカ（食料自給率：130％）など、

広大な国土を持つ国々の食料自給率が高いことは想像で

きるとしても、イギリス（食料自給率：65％）のように

国土面積の狭い国や、スイス（食料自給率 56％）のよう

に山に囲まれた国と比較しても、人口の違いはあれ日本

の食料自給率 39％は低い水準にとどまっているといえ

ます。 

日本のように狭い国土のもとで豊かな食生活を送るた

めには、海外の食料に、ある程度依存することにはやむ

をえない面もあります。 ただ、これ以上依存度を高めれ

ば、食料供給の不安定感が高まります。また、食料の輸

入を特定の少数の国に依存しているため、日本の食料が

相手国の事情に左右されやすいことも知っておかなけれ

ばなりません。食料の未来をたしかなものにするために

は、こうした認識が広く共有され、国や地方公共団体、

生産者、食品産業事業者、そして消費者が「自分たちに

できることは何か」をそれぞれの立場で考えることが必

要です。未来の子どもたちのために、日本の食料の未来

をしっかりと考えていきたいものです。 

 

このまま人口が増加し続けていると世界的な食料危機への不安が高まります。
その結果世界各地で農地の争奪が現在加速しています。世界人口7１億人のうち8億人以上
が栄養不足状態にあると言われています。
アジアやアフリカの途上国を中心に世界人口は2050年には90億人を越える見通しで、このま
までは安定的な食料供給の確保ができなくなることを示唆しています。
さらに、穀物輸出国の輸出規制などにより、2008年に著しく高騰した食料価格は、世界金融
危機の影響などで一時的に低下したものの、2009年3月頃から再び上昇に転じており、
世界的な価格再高騰を懸念する声も上がっています。こうした国際情勢が、食料供給を海外
に依存する国々に食料安全保障の重要性を強く認識させるとともに、民間企業の広大な農地
を持つ途上国への大規模投資へと駆り立てています。

 

食料価格の高騰は、特に、主食を輸入に頼る途上国にとっては切迫した問題となっています。
現在、餓えに苦しんでいる人々の数は8億人以上いると言われており、これは全世界の人口の
およそ9人に1人に相当します。中でもサハラ砂漠以南のアフリカでは3人に1人以上が満足な
食事ができない状況が続いています。飢餓の原因は、異常気象による洪水や干ばつなどの自
然災害のほか、紛争、慢性的な貧困、経済の低迷などが挙げられますが、昨今の食料価格の
高騰は事態を急激に悪化させています。

世界飢餓状況

 

日本の食料自給率問題とは

日本の食料自給率は戦後大きく低下の一途を辿り、昭和40年度には73%だった自給率が、
平成23年度には39%にまで落ち込みました。米や砂糖などを除くほとんどの食料の自給率
が昭和40年当時に比べて著しく低下し、その分を輸入に頼っているのが現状です。この数
値は、世界の主要先進国の中でも最低水準に値します。
これは、私たちの食生活がこの数十年の間に大幅に変化したことが大きな原因の一つであ
ると言われています。以前は米や野菜などの自給可能な食料を中心とした食生活でしたが、
年々冷凍・加工食品や脂肪分の多い食品などの摂取量が増えています。そしてそれらの食
品の多くは原料を輸入に頼っています。
しかし、問題なのは冷凍・加工食品ばかりではありません。肉や卵、調味料など一見国産に
見えるものでも、実は原料や飼料のほとんどが輸入品である場合が多く、自給率低下の一
因となっています。そのため、日本の代表的メニューである一般的な「天ぷらそば」も食材
の約80%は輸入品、という驚くべき現実があります。

FOOD ACTION NIPPON より抜粋  

Q 2011年、世界の食料援助量は390万トン。では日本の
年間食品廃棄量はどれくらいでしょう？

海外からの食料の輸入増加の現状

大量の食料を輸入するということは、その生産に必要となる水資源も間接的に大量消費する
ことになります。食料の輸入に、環境への影響という大きな問題が伴うことは見逃せない事実
です。また、国産農産物の需要が低下すれば、国内の農地面積や生産者数が減少し、農業の
有する機能自体が脆弱となり、ひいては日本の食料供給基盤そのものが揺らぎ始めます。
日本の輸入食料は特定の少数国に依存しているため、相手国の食料供給力に非常に左右さ
れやすいということも認識しておかなければなりません。

今、世界は類を見ない食料価格高騰の時代を迎えています。これは、世界人口の増加やバイ
オ燃料の需要増加などによって、食料の需要と供給のバランスが崩れつつあるためです。
また、地球温暖化や異常気象の影響で、農産物の生産条件が世界規模で悪化していることも
要因となっています。この先、世界の食料事情はさらにひっ迫の傾向を強める見通しであると
言われています。食料価格高騰などの影響は、私たちの生活にもすでに大きな影を落とし始
めています。国際的な食料価格が高騰すると、各国は自国の需給や物価安定を優先し、国外
への食料輸出を抑制し、それにより、食料の多くを輸入に頼っている我が国においては、食料
の安定的な供給に影響が及ぶおそれがあります。

このため、食料の安定供給については、国内の農業生産の増大を図ることを基本とし、これに
輸入及び備蓄とを適切に組み合わせて行なうこととしています。

FOOD ACTION NIPPON より抜粋
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アクト委員 茂木君 

 

  ガバナー補佐エレクト 尾﨑君 

 

 


